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新町ひなまつり
（明治天皇新町行在所）高崎市新町
新町ひなまつりは、一般家庭か

ら提供された段飾りのひな人形
を、地域内約60箇所の商店や飲
食店などの店内に飾って自由にご
覧いただくものです。メイン会場
は、明治11年の北陸・東海地域の
御巡幸（視察）の途中に明治天皇が
宿泊された行在所です。



事業のうごき

JA群馬担い手サポートセンター
○ＪＡ生産販売計画の実践と
　目標達成に向けた取組支援
○担い手の経営強化のための経営管理支援
○ＪＡ営農経済部門の人材育成支援
○TAC活動等ＪＡの出向く体制強化支援
○大規模経営農家・法人等の経営安定化支援
○ＪＡ野菜振興計画の目標達成に向けた取組支援
○農産物の安全・安心確保対策
○園芸作物生産実証農場の運営

畜産農産部
●▶酪農畜産課
○生乳計画生産の推進
○初妊牛導入推進
○素牛導入推進
○種豚導入推進
○渋川家畜市場若齢子牛の集荷推進
（優良ET卵産子の活用促進）

●▶米麦特産課
○こんにゃく荒粉・精粉入札販売推進
○令和元年産民間流通麦引取推進
○令和３年産民間流通麦生産計画推進

園芸部
●▶園芸販売課
○共計ほうれん草販売	 （周年）
○共計チンゲンサイ販売	 （周年）
○共計味にら販売	 （周年）
○共計土ねぎ販売	 （３月中旬迄）
○共計白ねぎ販売	 （３月末日迄）
○共計ブリックスナイン販売	 （６月末日迄）
○県統一規格共計きゅうり販売	 （７月末日迄）

●▶販売促進課
○春野菜販売促進
○もやし類・加工野菜販売促進
○花き類販売促進

●▶園芸資材課
○春夏用出荷資材予約推進
（ほうれん草・きゅうり・ふき他）
○来年度産青果物段ボール予約推進
○温床資材予約推進（農ビ・ポリマルチ他）
○春夏まき用野菜種子推進
（ほうれん草・枝豆・とうもろこし他）

生産資材部
●▶肥料農薬課
○セルフブレンド推進
○水稲肥料農薬推進
○茎葉処理除草剤大型規格推進
○バンカーシート推進

●▶施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）
○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）
○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進	（周年）

生活部
●▶生活課
○太陽光発電推進	 （周年）
○シロアリ防除事業推進	 （周年）
○仕込み味噌推進	 （10月～３月）
○デコポン・木熟はっさく推進	 （２月～３月）

●▶葬祭総合課
○会員獲得募集の推進

●▶石油課
○春期タイヤキャンペーン	 （３月～５月）
○オイルキャンペーン	 （２月～５月）

●▶ガス課
○第２回保安キャンペーン	 （２月～３月）



トマト主産県合同試食宣伝会

１月10日（金）に東京都中央卸売市場の大田市場と

豊洲市場の２会場において、ＪＡグループトマト主産

県（ＪＡ全農ふくれん・ＪＡグループ佐賀・ＪＡ静岡

経済連・ＪＡ熊本経済連・ＪＡ宮崎経済連・ＪＡあい

ち経済連・ＪＡ全農ちば・ＪＡ全農岐阜・ＪＡ全農い

ばらき・ＪＡ全農とちぎ・ＪＡ全農ぐんま）が冬トマト

の試食宣伝会を実施しました。試食には、冬の寒い時

期でもトマトをたくさん食べられるように、大葉とご

まを散らしたトマトの味噌汁を用意しました。試食さ

れたお客様からは「酸味があって美味しい！」と大好

評でした。

１月16日（木）、17日（金）の２日間、東京都内で第

３回和牛甲子園が開催され、群馬県からは県内高校で

唯一、和牛を繁殖・肥育する群馬県立利根実業高等学

校が初出場しました。和牛甲子園はＪＡ全農主催で、

情報交換の場を提供し参加者の肥育技術と生産意欲の

向上を図り、後継者の育成に資することを目的として

います。当日は同校３年の女子生徒４人が参加し「群

馬県で上州和牛の地産地消を目指す」と題した取り組

第３回和牛甲子園

生活課と葬祭総合課は１月17日（金）、ＪＡビルで生
活葬祭関連提案会を開催し、企業・団体15社が出展
しました。会場には、エーコープマーク品・全農ブラ
ンド品を中心としたオリジナル商品やギフト商品など
が多数並びました。それぞれの担当者による商品説明
や新規商品の提案、試食提供を通じて来場者に魅力を
PRしました。訪れた直売
所関係者やＪＡ女性部の
方たちは、熱心に各ブー
スを回り、様々な商品に
興味津々の様子でした。

みを発表し、会場の方々の関心を引いていました。肉

質評価の部門では、出品した２頭とも厳選上州和牛

（A5）となりました。丹精込めて育てた出品牛は、生

徒たちが沼田市のサンモール桜町店で試食販売を行

い、県産和牛のPRと消費拡大を呼び掛けました。

生活葬祭関連提案会

群馬県ＪＡ生活・葬祭総合推進協議会は１月17日

（金）、相続勉強会～葬儀担当者が知っておくべき相続

の基礎知識～を開催し、ＪＡ担当者等14人が出席し

ました。講師に招いた相続手続支援センター群馬の中

澤淳一センター長は、相続手続きや必要書類などを具

相続勉強会
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こんにゃく大黒天祭

21日には審査が、22日には表彰式や展示即売会、き
のこ汁の試食などが行われました。

体的な事例を挙げて説明しました。出席者は葬祭事業

に係る相続についての基礎知識を習得し、ＪＡ葬祭事

業の拡大に繋げるため、メモを取りながら熱心に聞い

ていました。

１月19日（日）、下仁田町の諏訪神社境内でこんにゃ
く大黒天祭が行われ、ＪＡ役職員やこんにゃく生産部
員、当県本部を含むこんにゃく関係業者が多数参加し
ました。このお祭りは、こんにゃくの豊作や価格の向
上など、業界全体の繁栄を祈願するために毎年開催さ
れているもので、今年もこんにゃく芋が祀られた祭壇
で神事が執り行われました。当日はお札の販売や味噌
田楽の無料配布、群馬県知事の山本一太氏による「群馬
の未来を語る」と題した記念講演会も開催されました。

１月21日（火）、22日（水）に、県・群馬県きのこ振
興協議会・当県本部共催の第23回群馬県きのこ品評
会が開催されました。この催しは、県産きのこ栽培技
術や品質の向上、きのこ産業の振興、きのこの消費拡
大を目的に毎年開催されています。会場には、良質な
生しいたけ・まいたけ・なめこなどが多数出品され、

第23回群馬県きのこ品評会

土壌診断センターは１月22日（水）、令和元年度施
肥面談実習講習会を開催し、県内ＪＡ営農経済渉外担
当者ら40人が参加しました。実習では５班に分かれ、
用意した土壌診断表に基づき土壌改良材や基肥の設計
を作成しました。各班の代表者が農家役の講師を相手
に施肥面談を実演し、最適な肥料の推進や質問への対
応などについて学びました。

施肥面談実習講習会

第14回JA農産物検査員
鑑定技術コンテスト

１月24日（金）、ＪＡビルで農産物検査員の鑑定技術
向上を目的とした第14回ＪＡ農産物検査員鑑定技術
コンテストが開催され、各ＪＡの検査員24人が参加
しました。コンテストは水稲うるち玄米・水稲もち玄
米・普通小麦・米の銘柄鑑定等計50点を対象に行われ、
知識と経験を活かして鑑定技術を競いました。

１位 JA嬬恋村　熊川　基彦

２位 JA前橋市　横澤　和仁

３位 JA太田市　星野　隼人
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米麦特産課は２月５日（水）、民間流通麦に係る意見
交換会を開催し、生産者団体・実需者・行政関係者ら
約40人が出席しました。当日は令和元年産の単収状
況の検証・確認や３年産の生産計画について、実需者
の購入希望数量のミスマッチ状況を踏まえ協議されま
した。流通円滑化に向けて生産者側と実需者側が活発
に意見を交換し、実需者側から国内産小麦の品質向上
やスムーズな品種転換等の要望があがりました。

民間流通麦に係る意見交換会

【お問合せ先】ＪＡ全農ぐんま　生活課　TEL：027-220-2351　FAX：027-220-2324

施設住宅課は１月27日（月）、ＪＡビルで新春民法改
正セミナーを開催し、組合員とその家族約90人が参加
しました。草薙法律事務所の草薙一郎弁護士を講師に
招き、配偶者居住権や自筆証書遺言の方式緩和・保管
制度など、約40年ぶりの民法改正の部分について相談
事例を交えた講演が行われました。生産資材部の西目
部長は挨拶で「ＪＡグループには、農業だけでなく地域
や組合員の生活をより豊かにするという理念もあり、
ご参加いただいた皆様にとって、相続を機にご家族が
争うことがないように円滑円満な資産承継に向け、良
い機会になれば幸いです」と話しました。

新春民法改正セミナー

群馬県きのこ協議会は２月８日（土）と９日（日）に、
ヤマト市民体育館で開催された「ぐんまのきのこスペ
シャルマッチ」群馬クレインサンダーズ対茨城ロボッ
ツ戦の冠スポンサーを務め、県産きのこの消費宣伝を
行いました。地元バスケットチームのスポンサー協力
を通じた地域貢献と、県産きのこの安全・安心を周知し
風評被害の払拭と、消費拡大を目的としています。会
場には、生しいたけや舞茸などのきのこ類800人分と
きのこ汁約400食分を各日用意し、無料で配布しまし
た。また９日の試合前には、園芸販売課職員らがきゅ
うりを先着500人に無料配布し、出荷時期を迎えた群
馬県産促成きゅうりをPRしました。

ぐんまのきのこスペシャルマッチ
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1�赤城山の長い裾野まで見渡せ
る高台のブロッコリー畑で。
「今回から定植機を導入しま
した」と原沢さん。

2�大きく育った葉の間から覗く
収穫目前のブロッコリー。

―今回の農業チャレンジャーは、ＪＡ北
群渋川管内の吉岡町で、露地野菜と米麦
を生産する原沢さんです。

―就農時期は？
平成29年８月に就農して３年目です。
それまで県内の企業に勤めていました
が、農業を営む父が高齢になってきたこ
と、今後所有する田畑をどうするのかを
考え、就農することを決めました。

―就農していかがですか？
手伝い程度のことしかしてこなかった
ので、専業で農業をやるとなると、知識
と経験がないことを痛感しました。栽培
の知識は本やネットで調べることができ
ますが、経験だけはどうにもならず、そ
こは今でも苦労しています。

―作物は何を？
ブロッコリーとネギ、米麦を生産して
います。私が就農する前は、父がひとり
で、米麦をメインに生産をしていました。
私が就農するにあたり、冬場の作業と
収入が少ないので、以前栽培していたブ
ロッコリーとネギを再開するようになり
ました。

―現在出荷しているのは？（１月下旬取材）
ブロッコリーです。８月に種を撒い

て、９月に定植、11月から収穫を始めま
した。

―最盛期の出荷量は？
多い時で、１日に60ケース（４kg入）
くらい出荷します。

―どんな時にやりがいを感じますか？
一番の励みは、自分が種を蒔いて育て
た作物を、収穫して出荷して消費者に届
くという流れが頭の中で思い浮かべられ
ることです。だから収穫する時が一番楽
しいですね。それで良いものができれ
ば、やっぱりうれしいですし、失敗して
しまったら、何でこうなったのだろうと
原因を考え、試行錯誤しながら取り組ん
でいます。

―今後の展望をお聞かせください。
今は日々の作業をこなすことで精一杯
ですが、これまで父がやってきたことを
一生懸命吸収して、受け継いでいきたい
です。まだまだ駆け出しなので、まずは
一人前になって、それから自分なりのや
りたいことが見つけられるのではないか
と考えています。

―試行錯誤しながら経験を積み、技術の
習得に努める原沢さんに、今後さらなる
活躍が期待されます。
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JA北群渋川

｜ P r o f i l e ｜

原沢 貴之（はらさわ・たかゆき）さん

1978年生まれ　42歳
JA北群渋川ブロッコリー部会
栽培面積：露地野菜････約1.6ha

水稲････････約6.5ha
麦類････････約17.0ha

休日の過ごし方：子供と遊ぶ。
（７歳女の子・５歳男の子）

農
チャレ
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JA PICK UP ！

JAの活動をご紹介　JAピックアップ！

肥料・農薬の効果的な使用方法や
特長等の説明をし知識を習得

ＪＡ太田市

12月５日、ＪＡ太田市は本所で初めてとなる「肥料・

農薬展示説明会」を開きました。この説明会は、主に肥料

農薬注文書に掲載されている商品を中心に、農産物の生

産現場での省力化、品質向上、所得向上に貢献できる商

品を生産者に提案することを目的としています。

当日は営農指導課、生産資材課の担当職員が厳選した、

５品目の肥料農薬取扱メーカー５社を招き、各社の担当

者は肥料・農薬についての効果的な使用方法や、特長な

どについて説明しました。また、閉会後には各メーカー

の肥料・農薬が展示されている５つのブースに分かれ、

参加者と各メーカーの担当者で意見交換を行い、知識を

高めました。

今後、ＪＡ職員と生産者で互いに意見を共有しながら

農業生産の拡大、農業者の所得増大に繋げていくことを

目標としています。

ＪＡ前橋市

ＪＡ前橋市が主催した、令和元年度農業支援講座が１

月28日をもって閉講を迎えました。

この日の講座は、年間営農計画の作成と実践について

講座を行いました。県中部農業事務所普及指導課の須田

匡彦技師を講師に迎えた講座では「営農作物を選定し栽培

に取り組むなかで、自身の営農について反省と評価をし

ながら農業経営の向上に努めてほしい」などと受講者に説

明しました。閉講式では、野菜栽培の知識・技術の習得

に努めた12名の受講者へ成田徹常務から修了証書が贈ら

れました。支援講座は、昨年11月５日に土壌の基礎知識

から始まり、肥料の適正施肥、農薬の基礎知識、野菜の

栽培技術など計６回にわたり講座を実施しました。野菜

の栽培技術では、ほうれん草・タマネギ・ブロッコリー・

キャベツ・ナス・ネギ・ズッキーニ・エダマメの講座を

開き、受講者の野菜栽培の知識・技術習得を支援しました。

知識、技術習得に
努めた受講者に修了証

▲ 情報交換をする各メーカーの担当者と生産者

▲ 

修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
る
受
講
者

放 映 予 定 ３

能登　瑶子アナ

※タイトル・放送内容等は
　変更となることがあります。

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

高崎そだち　愛情たっぷり！うれっ娘トマト／JAたかさき
３月９日（月） PM 9：00 〜 9：30

※３月15日（日） AM 8：00 〜 8：30

春の香り！山うど・ふきのとう／JA利根沼田
３月16日（月） PM 9：00 〜 9：30

※３月22日（日） AM 8：00 〜 8：30



前橋市亀里町1307-1
TEL027-220-2427 FAX027-220-2424

『県本部通信』における個人情報の取扱いについて
『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。
《あて先》〒379-2147 群馬県前橋市亀里町 1310番　JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp ※JAメール等でも結構です。

この印刷物は大豆インキを
使用して制作しています。

石垣 惠美Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

ー取扱品目ー
□園芸資材館/営農・
園芸資材等□ふらわー
らんど/鉢花、花苗等□
JA植木コーナー /緑花
木、盆栽等□エクステー
ジ/外構・造園工事等
□新鮮ぐんまみのり館
/産直野菜、農畜産加工
品、手作りパン・ハム・
食堂等□外売場/野菜
苗、大型肥料・用土、植
木鉢等

花木流通センター イベント情報

Art Cooking

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

６月～2月
毎週火曜日定休営業時間9:00～18:00

□発行／令和２年3月１日発行　□発行人／高津　育雄　□ホームページアドレス／https://www.gm.zennoh.or.jp　□E-mail／info-gunma@gm.zennoh.or.jp
□発行所／全国農業協同組合連合会群馬県本部  管理部企画経理課　〒379-2147 前橋市亀里町1310番地　℡027-220-2223  Fax027-220-2234

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、３月中の
フェア・講習会等は、見合わせることといたしました。

新玉ねぎのタルト

1 パイシートは麺棒で少しのばし、フォークで表面に穴をあ
ける。

2 新玉ねぎ・赤玉ねぎは薄切りにする。
3 ブルーチーズは５㎜角に切る。

4�１のパイシートをアルミホイルの上にのせ、薄切りにした
玉ねぎを散らし、コショウを振ってハチミツをまわしかけ
る。

5�４の上にブルーチーズを所々にのせ、250℃に熱したオー
ブンで13～15分焼く。

6�お皿にのせてパセリを散らし、好みに切って食べる。

作り方

材　料

パイシート�････････ ２枚分

新玉ねぎ�･･･････････1/2個

赤玉ねぎ�･･･････････1/2個

ブルーチーズ�････････ 70g

コショウ�････････････ 少々

ハチミツ�････････ 小さじ２

パセリ�･･････････････ 少々

アルミホイル（16×25）
　　････････････････ ２枚

２枚分	 （１枚分431kcal）


